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国一
老朽タメ池事業（その 1)

塚本健二＊ 渡辺正雄事

はじめに

本号から 3固にわたって，老朽タメ池事業をわかり易

〈解説する。本号は主として老朽タメ池事業とは何か，

なぜ必要かなどの問題と，事業の内容はどんなものかな

どについての事業全体の説明を行うこととし，次号から

は，具体的な調査計画，設計施工などについてまとめる

こととする。

老朽タメ池事業については後述するように，国土保全

の面より非常に公共性が高いものであり，タメ池の管理

はこのことからも非常に重要であるので，読者におかれ

ましでも，常々タメ池の維持保全にはより一層のご配慮

を払われるよう紙上を借りてお願いします。

I. 老朽タメ池の概要

1. 概説

老朽タメ池事業は，ヵ γ ガイ用タメ池の欠壊，漏水

などを防止するための堤体の補強および付帯施設の改修

工事である。本事業は，終戦後の荒廃した国土に連続し

た水害などに対処するため，老朽化した余水吐の補強を

目的として，昭和28年度から補助事業として発足，その

後の採択基準などの改定を経て現在にいたっている。な

お大規模老朽タメ池事業とはタメ池の規模が大きく，公

共性の高いものについて昭和36年度から実施している

が，この両事業を合わせて単に老朽タメ池事業という場

合がある。

従って，事業の目的はあくまでも災害の未然の防止で

あって，同じタメ池の補強，改修であってもカンガイ排

水などで実施されるものと区分されている。

2. タメ池の実態

( 1 ) タメ池の歴史古来から，みずほの国としての

わが国は，他に比類のない水稲の集約栽培を実施してい

るが，その水源としては河川が多く，ついでタメ池に依

存している。このタメ池も多く，現在までに約28万カ所

のタメ池が築造されている。最近のものを除く築造技術

は経験とカンによったもので，現在の土質工学の見地か

らは不十分のものも多L、。

事農地局災害復旧課
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タメ池の築造に関する時代考証は乏しいが，いずれに

しろ，日本最古の古文書といわれる紀記によれば， 「第

10代崇神天皇が勅を下して河内国狭山にため池を築かし

め，次代垂仁天皇の御代には全国に八百余を算した」

（本邦高土堰堤誌，農業土木学会編）といわれている。

これらのタメ池のうち，有名なものとして記憶されて

いるものは，香川県の満渡池，愛知県の入鹿池などであ

ろう。満濃池は大宝年聞に築造され，その後欠嬢し，弘

仁年聞に空海（弘法大師）により修築されたといわれる

もので，その後も破堤，改修などを行い現在にいたって

いる。入鹿池は江戸時代寛永10年に完成しているが，明

治元年に欠壊し大災害を起こし，その後数回の改修が行

われ（現在も事業実施中） 1,500千 tの貯水量をほこっ

ている。

なお， 明治時代以前に築造された受益面積1ha以上

のタメ池は約20万カ所もあるが，そのうち堤高15m以上

のものは576カ所（ダム年鑑， 1968年）でわずかに0.3%

にすぎず当時の技術の程度がうかがわれる。ちなみに，

同年鑑によれば，奈良県蛙股池が西歴 162年で日本最古

のアースダムとして公表されている。

表ー1 明治時代以前のタメ池（堤高15m以上）

~叱＼築造数｜百日のその［ 105¥m•W上九
百言丙「「576[ 1ー－「一三了一
明治時代 1 131[ 1 I 6 

(2) わが国のタメ池の特徴 わが国のカンガイ用タ

メ池の数は，タメ池台帳（受益面積 1ha以上，農地局

資源課，昭和130年度）によれば約28万カ所であり，これ

らによるカンガイ面積は約56万 haであって，河川など

との重複する面積を考慮に入れると， 110万 ha，全水田

面積の約40%に及び，総貯水量は約21.5億 tとなって

し、る。

このうちタメ池の多い地域は，古くから開発された近

畿地方および降雨量の少ない瀬戸内地方で，県別では，

兵庫，広島，山口，奈良，香川，長崎，島根の各県が多

く，これらの 7県で全体数の約半分を占めている。

Jour. JSIDRE Dec. 1968 
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表－2 全国タメ池の集計 （タメ池台帳）

;;-----~:'.:_00J 5 ha tl上 is 竺~j備考
声メ池数｜必，970 I 228, oss 277川崎｜
受益面積の計〈千ha)I 910 I 202 I 1.112 I 
貯水量の計（百万 t)I 1,706 I 394 I 2,1so I 

これらのタメ池について，その特徴をみると，

＠古い時代に築造されたものが多く，タメ池の755iぢ

は100年以上を経過しているもので大部分が老朽化

していること（表d 参照）。

② タメ池の規模がきわめて小さく，堤高15m以下の

ものが全タメ池数の809ぢであって， 1ヵ所当たり平

均貯水量は約8千maに過ぎないこと。また， 5ha 

以上のカンガイ面積を有するタメ池の場合でも平均

約20千maであること（表-4参照）。

③ タメ池の約半数が何らかの形で機能障害を起こし

ていること。

などである。

表－3 要補強タメ池の築造年別分類（タメ池統計， 32年）

~ 
L二池： 114. I 2~:~ I 1勺｜勺！
表4 堤高，貯水量別の分類（タメ池台帳， 30年）

類＼＼｜：誌に認Iiai;I ~i~~；lit＼合イ備考
判明サ3,4:Iι~： I で｜寸：~i桜
献司~っl ~119.6:: Iて！寸刻，

タメ池が，水資源を貯留する重要な役割を有してい

ること，苦労して築造し，幾星霜の年月にわたり維持管

理されたタメ池を老朽のままで桁ちさせることではでき

ないこと，決模した場合の下流被害が大きいこと，など

を考えると積極的にタメ池の保全に努力をはらう必要が

ある。

(3）老朽タメ池全国のタメ池数約28万カ所のう

ち，その半数は堤体からの漏水や，余水吐，ヒ管などの

老朽化による機能障害を起しているが，要防災調査報告

書（農地局資源課， 40.3）による・緊急に補強を要する

ものはその全体数の約10%（約2万7千カ所）となって

おり， うち事業（老朽タメ池事業と大規模老朽タメ池事

業）に適格な規模をもっタメ池は約8千カ所にのぼる。

すなわち，事業に適格なものだけを改修しても，あと

数十年を必要とするのに，その聞にも新たに補強を要す

.土誌 36（宇〉

るものが増加することを考えると，問題が多い。

要防災調査およびその後の調査により追補した老朽タ

メ池について，その集計表を表る， 6に示す。

表る緊急に補強を必要とするタメ池数

，老朽タメ池
I 7,946 

P基準以上のもの｛

全Fメ池数選手渡去をお，醐j 8,119 l大規模老朽；，1語
｛ ！ 基準以下のもの

(277,025) I要Lないもの 、 18,729 、 250,177
基準については］［， 2 (2）参照

表『6 老 朽 タ メ 池 の 地 域 分 布

ぷ子｜… 言十 ｜〈捌＊全タメ池教

北海道 49 19 68 560 

東 北 689 18 707 32,223 

関 東 262 4 266 9,230 

ゴヒ 陸 326 5 231 23,979 

東 海 640 11 651 19,830 

近 畿 1,650 58 1,708 78，αl3 
中国，四国 2,333 50 2,383 82,521 

九 :)Ji 1,997 8 2,005 30,521 

計 7,946 173 8,119 277,025 

’Fメ池統計

II. タメ池災害

タメ池災害は，一般に台風，梅雨前線，集中豪雨など

により被災するものが多い。特に，明治時代以前に築造

されたものは，施設の老朽化に関連して災害を受け易

〈，破堤した場合の被害は，下流におよぼす二次被害を

含めると大きな災害をもたらし，時には人命をもうぼう

のである。

( 1 ) タメ池被災額

1) 被害額の傾向昭和25年以降昭和41年までの17年

聞におけるタメ池災害は，被災カ所数約3万カ所，その

復旧費は約 172億円にのぼり，農地農業用施設全体の約

6%を占めている。

年平均ではおおむねl,000～2,000カ所が被災し，その

復旧費も約10億円となっている。

タメ池災害は，水害によるものが多く，このため昭和

20年代の連続した台風に伴う水害により，タメ池被災箇

所数も多かったが，昭和30年代において一時減少の傾向

がみられたのに対し，近年の異常気象などにより再び増

加の傾向にある（表・7参照）。

表－7 最近のタメ池被災領の傾向

期間

32～36年

37～41', 

(39～41）。

（農地局，農地農業用施設災害統計）

考

I 法I（~：三｜
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タメ池 の 年 次 別 被 害

2) タメ池の地域別災害地域別における災害発生状

況をみると，近畿以西の西日本地方が全体の75%を占め

る。このことは，西日本地方にタメ池数が多いこと（全

体の約70%）とあわせ，台風などによる家’雨が他地方に

比べ多いことによる。

なお，これら被災状況を各県別にみると，

④ 農地農業用施設災害復旧額に対するタメ池の被災

割合の多いものは，香川，大阪，兵庫，福岡，福烏

などの各府県であり，中でも香川，大阪の両府県は

おおむね1/3がタメ池災害復旧額である。

② おおむね 1,000カ所以上のタメ池災害を起こした

府県は， 8府県であるが，これらの8府県でタメ池

災害全体の約半分を占めるC 特に，兵庫，香川i，稲

岡の3県が多し、。

⑧ 逆にタメ池被災の少ないものは，長野，静岡を除

く関東地方で，全体タメ池数に対してわずかに 1% 

にしかなっていなし、。

このように極端に被災の多いものと少ないものを徐い

た各都道府県では，年平均すると30～40カ所が被災して

いることになる。

( 2) タメ池災害の原因 タメ池災害が豪雨等により

発生し易いことは前述したが， タメ池の地形，流域条

{'I:，その構造および降雨の分布製などの複雑な組合わは

せがあるため，災害の発生状況は一様でない。例えば，

昭和28年6月の九州災害においては余水吐の決壊，外斜

同崩壊などが多かったが， 40年9月の香川県の場合では

援体の外斜面崩壊が大部分であった。このようにタメ池

災害は，それが老朽化しているとなおのことその発生原

悶を事前に知ることは困難である。

次にその災害を原因別にまとめて要約する。
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q；外斜回t針演

1) ④斜面コウ配の不足，＠締固め不十分，＠刃金

が十分でない，ことなどから浸潤線が下流斜面に

浸出することによるもの。

2) カサ上げなどの場合で施工の不十分により，堤

体の新旧部分からの浸水によるもの。

3) パイピングなどによる堤体の一部滑脱によるも

の。

4) 斜面川付近の掛水施設，構造の不十分なもの。

5) ④余水吐の決壊，＠堤体の地山部分，＠ヒ管か

らの浸出などに付ずいして同時に崩壊するものc

cg;内斜面崩壊

1) 斜面コウ配の不足によるものO

2) 斜面保護工の不完全によるもの。

3) 底ヒ管の老桁などによる堤体の部分的沈下およ

び底ヒの水抜けなどによるもの。

＠ノ余水凶：の決壊

r｛ノ 余材I高不足，⑨管理不十分，などによる断面の

不足によるもの。

＠堤体の破綻

1) 堤体の越流によるもの。

2) 堤体の漏水などによるもの。

3) ヒ管からの漏水

の その他 土砂流入による貯水能力減，山崩れ

号事による一時的出水などのほか，①～⑧により破

堤する。

タメ池災害の予測は困難であるが，このような原因を

排除する対策については，常時の維持管理において検討

しておかなければならない。

( 3) タメ池災害の特徴 タメ池災害は，外見上から

の予測が難かしいことと合わせて，他の農業用施設など

の災害に比べ，破堤した場合の被害の大きいことで著し

い特徴を有している。すなわち，タメ池災害は単なるタ

メ池施設のみの災害でなく，下流の農用地，農業用施

設，一般公共施設，家屋などに大きな二次被害をもたら

すからである。

表ー8に示すとおり， 決壊したタメ池に対する下流の

被害の割合は，タメ池被害に対して約1.4倍となってお

り，下流被害の大きいことがわかる。

表－8 タメ池災害の内訳（34～38年，災害復旧課調）

同災重要部｜！路沿数I：試写＇f}c;fJjlBA 備考

下司T珂－云可τ~y川瓦下吊語i主
Jour. JSIDRE Dec. 1968 
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表－9 タメ 池 災 害 の 実 例

土土！＿：と土足詩型巴子｜？一一？」備考

:::I: :i; : ：［泌·~~~；＇：，，紅：；長i）：：ち脚
但.71福烏i県 f50カ所｜ 1ss I 14( 6〕！ 21(18)1 

必 81一管内ω珊 l316 I 明 64）！附方吋
4. 老朽ため池をめぐる社会的な問題

( 1 ) 事業の必要性事業の必要性については，前述

のタメ池災害を防止することとして理解されているが，

これらのほかにタメ池改修に伴う漏水防止による用水不

足の軽減や，洪水調節機能による下流の防災など，民生

の安定に人ーきな効果をもっている。

1) 災害防止の効果例えば，昭和42年 6月～8月の

豪雨により，決壊，破堤したタメ池（事業基準に適格な

タメ池以上）について考えてみると，事前に防災事業と

して事業実施をしていれば，約 1/4の費用で災害が防止

できたと考えられる。

表明10 昭和42年，北陸，西日本豪雨による

タメ池決壊例

I 1下流被害額｜｜老朽タメ帥［

地門タメ問日費吾平副－ttll業実施叫摘 要

一：ープ訪R 寸一一戸fijil一一一一訪fyi~r－子一節
_:_7_~~ i四 j昭 i887 :1 竺と五Eι：Jム
2) 漏水防止 タメ池改修により，漏水防止がはから

れるので，結果的には，干パツ防止としての機能をはた

すことになる。

タメ池が西日本地方に多いことから，最近の連続した

子パツになやまされた同地方としては，水資源の確保と

しての怠味を含め，本事業に期待するものが多い。

現在，老朽タメ池と考えられているもののうち，仮に

約2,000カ所のタメ池が平均 1l／日の漏水があると仮定し

ても，カンガイ期間中においては総量約 1.7億 tの用水

が流下したことになり，貯水量の確保がこの分だけでも

困難になっているといえよう。

3) 洪水調節機能 わが国の水害時期は， 9～10月の

台風等によることが多いが，これに対してタメ池は，こ

れら出水期には空J./ii.に近い状態のものが一般的といえよ

う。このため，タメ池規模は小さくても，それなりにそ

の地域に対する実質的な洪水調節機能を果たしていると

考えられるが，老杓タメ池においては，満水位までの貯

水が危険で、あるとして，人為的に放流などを行うものも

ある。タメ池改修後においては，計両満水位まで、の貯水

最土誌 36（守〉

が可能となり，タメ池の自然的な洪水調節機能に期待す

ることができるようになる。

このように老朽タメ池については，積極的に改修する

必要性が認められるが，①老桁タメ池の数が多いため，

事業実施E容が非常に少ないこと。②老朽タメ池であって

も，小規模のタメ池についてに国庫補助の対象とならな

いこと（県単，融資事業でもやっているが事業量はわず

かである）。③タメ池災害を事前に予測し難いこと。④

タメ池利用の受益者と下流想定被害地域とが必ずしも一

致ぜず，タメ池改修に伴う地元負担の問題があることな

どから災害待ちの傾向になることもいなめないこと。

などにより，タメ池災害を未然に防止することについて

は，まだまだ問題が多い。

( 2) 地域開発との関連最近の都市近郊における地

域開発の発展は，従来のタメ池に対しても大きな変化を

もたらしている。流域内の地域開発に伴し、，流出率の変

化，洪水到達時間の短縮，さらには滞砂などが促進さ

れ，洪水量は一般に増加の傾向を示すため，従来の余水

位：などの施設能力規模がこれらに即応せず，このため決

壊などのおそれが多くなることを意味する。

すなわち，余水111：については，今まで、の施設規模で満

足していたものが，これら地域開発により，能力不足を

もたらした。さらに，滞砂などの急増により，貯水能力

は減少するとともに，取水施設にも影響をもたらすこと

となる。

まずこ，タメ池下流地域については，農用地であったも

のが，都市化されるに伴い，決壊した場合の想定被害は

人命をおびやかし非常に大きな額vこのぼることになる。

このことは，余水吐に後続する河川などに対しでも，

対策が講ぜられる必要がある。

一方，農用地の減少は必然的に農業経営の変化をもた

らすが，カンガイ水源としてのタメ池の依存度を少なく

する傾向に進むことが考えられ，このため従来まで入念

な維持管理を行ってきたタメ池が，ややもすると放置さ

れがちで‘ある。

このように都市近郊においては，地域開発との関連の

うえで，長期的な見通しのうえにタメ池の管理計画など

を十分に検討しておく必要がある。

III. 事業の内容

1. 事業の実施状況

( 1 ) 事業の経緯老朽タメ池事業l工，戦後のあいつ

ぐ災害に伴い，タメ池災害も増加し，昭和 25～27年の

3年で年平均3,5000地区，約18億円の査定額にのぼり，

このほかに破堤に伴う二次災害も大きな被害をもたら

したため，これを契機に事前に決壊等の災害を防止する
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こととして，余水吐の老朽化および断面不足などの補強

改修工事のみを対象に国庫補助率 1/3として， 28年度か

ら制度化された。たまたま昭和28年度において大災害が

発生し，約4,900地区のタメ池が被災したため，淀体全

般にわたる補強工事を実施する必要性が高まり，従来の

余水仕のみでなく，堤体の侵会，漏水等をも事業の対象

に含めることとし，国産総助率も505ちに改定され，昭和

30年度から実施することとなった。昭和36年度から，特

にタメ池の規模が大きく事業費および想定被害額の大き

いものについては，大規模老朽タメ池事業として，老朽

タメ池事業から独立し，国庫補助率も公共性の高いこと

を考慮して60%で実施された。この間北海道，厳島にも

事業が適用されるとともに，採択主主準の緩和等がi土から

れて現在｝こいたっている。

(2) 事業の実施状況昭和28年度以降，昭和43年度

までに 1,786地区を採択し，うち42年度までの完了地区

数は1,389地区で，その総事業費は約103億円であるが，

前述のとおり補強を要する全タメ池数が約2万7千地区

と多いので，実績は 5%にすぎない実情にある。

表明11 実 施状況の経緯

（ 〉内は大規模老朽タメ池の内数

年 度 fwi扇－ 区数l完了地区数｜事業費

I c23) i c 7 ) I (538」082〕千円
38年度まで I 1, 089 1 1, 023 I 五，862,478

; (13l ・ cs) I (334,234〕
39年度 ! 111 . 111 ! 1,109,110 

40グ i Ci益；（ 7s~ i i ;i~2~~良
I (16) I (14) 1 〔629，口2旧）

41グ＇， 142 ! 126 i 1,526,284 

I (15: i (15) I (887, 526) 
42汐 I 144 ! 163 I 2,081,464 

i cm I I〔1,096,986)
43か i 172 ー I 2，自43,540

計 J d器ii 品 I （記弘~：i
地域別にこれらの実施状況をみると，近畿，中四国の

瀬戸内地域，北九州などのタメ池を主水源とする地域が

多い。

昭和43年度の実施地区から事業の規模をみると，老朽

タメ池では地区当りの総事業費l土約12百万円， 10a当り

事業費は約18千円となっている。

表ー12 昭 和 43年度の実施状況

土ど土子比一！一一時三主l型車｜堅持今
. I I haj 千円 千円！ 円 門
~朽タメ池 264 117, 8001 3,218,300 12, 1911 18, 1叫 3,800 

大規模 11 45 113, 4561 3,036, 0801 67, 4681 22, 60問 1，印。
計 鈎9131, 25副6,254,3801平均20,2411平均20,ooo：平均 2,700

注〉 入鹿地区を除く

事業の実施期聞は，老朽タメ池事業で 1～2年，大規
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模老朽タメ池事業で2～3年のものが多いが，最近の傾

向としては地区当りの事業費が増加し，単年度完了地区

数が少なくなりつつある。なお事業主体は，大規模老朽

タメ池事業は，都道府県営，考朽タメ池事業について

は，府県営29%，市町村営51%，その他20%，北海道は

全地区道営となっている。

2. 事業の実務方法

( 1 ) 事業の実施要領老桁タメ池事業は，土地改良

法に恭づく事業であり卒業実施の具体的な運用などに当

っては災害防止施設事業実施要綱（昭和40年12月24日，

40農地D第・1sz9号事務次官通達，最終改正昭和43年8月

23日， 43農地D第903号以下「要綱」としづ。）などによ

り実施される。

1) 土地改良法の手続き 事業主体は，都道府県，市

町村，土地改良区等，土地改良法上で認、められたもので

あって，事業主体別に法手続きは呉なるが，事業の実施に

あたってはいずれの場合においても，地区内の有資格者

の2/3以との［司立が必要とされているが，他の土地改良

法に基づく事業と同一であるため，ここでは省略する。

2) 卒業採択要綱Ii，法令などで定められたものの

ほか，具体的な事業実施の手続きなどを切らかにしたも

ので，事業の内容，申請，採択および計画変更などにつ

いて定めてあるので，事業の実施，手続きなどについて

は参照されたい。

申請された事業については，表”13の採択基準ととも

に，①事業の施工が技術的に可能であること。②事業の

効果が，事業の費用をつぐなうものであることの2条件

に適合し，国が補助金を交付して事業を実施させること

が適当と認めた場合に採択されることになっている。

( 2) 毒事業の内容 要綱による採択基準の「老朽化に

よる決壊，漏水等を防止するために行う堤体の補強，付

帯施設の改修」について説明することにより，事業の内

容がは援できょう。

1) 事業の目的老朽タメ池事業は，タメ池の決壊な

どの災害を未然に防止し，国土の保全に資することを目

的とする。このため，この目的以外の堤体および付帯施

設の改修は，三本事業では取り上げなし、。たとえば，貯水

盆土佐をはかる目的のための堤体のカサ上げよか，取水施

設の取水量増をはかるための改修事業などであり，これ

らはカンガイ排水卒業として突絡される性格のものであ

る。もちろん，これらカンガイ排水事業を含めて，老朽

タメ池事業とを同時に実施する必要がある場合には，お

のおの採択基準に適合し，事業が採択されれば，各事業

のそれぞれの補助要綱に従がし、事業実施は可能である。

2) 老朽化による決壊，漏水などの内容 タメ池の老

』our,JSIDRE Dec. 1968 
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表ー13 採択基 準 一 覧 表

事 業の名称 1 事 業 内 容 l事業主体

老朽タメ池事業 ｜ カYガイ用タメ池で次の要件に該し都道府県，ま
！当するものにつき，老朽化による決停は市町村，土

地改良区，土地
補助率 深，漏水等を防止するために行う堤臨良区連合，そ

体の補強，付帯施設の改修であっ防他農林大置が

［内地l問 1-r.その総事業費がおおむね100万同当と認める者

ヱ事費↓北海道j 円以上のもの． 1.c以下「団体」
！ ’ ド 比：いう。〕ただし
l離島 ω刻（！）堤高が5m以上，または貯水晶道府県が行う

！ 量が3万m• 以上のものであるゅのは受益面
事務費 50%1 －ル 同賓がおおむね40

Iha以上のもの
臼）受益面積がおおむね5ha以下鳴る。

上のものであること． ｜ 

｜ カンガイ用タメ池で次C

｜当するものにつき，老朽f
規模老朽タメ池！壊，漏水等を防止するたb

事業

補 助率

f内地1
工事費｛ ｝ 

l北海道j

事務費 ou7o1 切 実 仕問調かおおむね叫 naJ:,(j

！ 上のものであること． ！ 
I (3）決壊による怨定被害額がおおl

i w 億山のも吋るこl
と. I 

朽化とは何か。これについては，その定義を明確にする

ことが困難ではあるが，この事業が決壊のおそれのある

ものの原因排除にあるところから，その工事の対象とな

るものは大略つぎのとおりであるO

＠堤体等からの漏水堤体内，堤体と基礎地盤または

両岸地山との境界，！£ヒなどの周囲，その他余水吐基礎

からの漏水などがある。このうち堤体からのパイピング

現象を生じているような漏水は，特に緊急措置をとる必

要がある。また浸i間線が高いために，下流斜面の下半分

が膨潤になっているような状態も漏水に準じることとし

ている。

＠余水吐の老朽化または断面不足在来のタメ池の大

部分が現在の基準に合致しない通水断面のものが多い。

今までの決壊タメ池の多くが，余水吐能力不足による堤

体越流によって決壊している例が多いので，余水I止の機

能は特に重要である。従って，老朽化して破損している

もの，断面不足のものなどが改修される。なお余水吐に

つながる下流排水路などについては，堤体の決壊に直接

農土誌 36C 9 J 

結びつかないものとして，原則的には，事業の対象とし

ない。

の堤体の断面不足堤体の余裕高の不足によるもの，

堤体断面が不足し構造上不安定なものなどである。余裕

高不足のものについては，余水吐断面の拡幅による計画

洪水位の低下をはかるかまたは，堤体のカサ上げなどを

行う。堤体継問不足については，波浪による上流斜面保

護工の破損，斜面侵食や，雨水，漏水などによる下流斜

面の侵食などにより堤体が弱体化しているもの，または

テンバ幅不足，斜面コウ配の急すぎるもので，不安定な

ものなどである。

白取水施設の老朽化による漏水など取水施設が老朽

化し，底ヒなどの周囲から漏水するもののほかに，底ヒカミ

破損しているもの。取水センを閉めても水が出るもの，

斜ヒ付近の堤体が侵食され，あるいは基礎地盤が不等沈

下により，ゲート，パノレブ操作が困難で、あるものなどに

ついても，破堤につながるものと判断されるものならば

改修する。

3）工事の内容ので述べた事象に対しての対策を

講じるものが，老朽タメ池事業の工事内容となるが，こ

れらの事象は一般に複雑な状態を示し特に漏水の場合

については，その原因を追求することは非常に高度な技

術的判断を必要とすることが多い。タメ池の堤体補強，

付帯施設の改修工事としては，次の 4工種が標準的なも

のとなっている。

包〕堤体の漏水防止のための，グラウト工事または，

前刃金工事とそれに伴う腹付け土工事など。

＠ 堤体の断面不足を修正するための堤体拡幅などの

盛土工事または，斜面保護工事および余裕高不足に

対するカサ上げ工事など。

の余水吐狭少の改修のための断面拡大および老朽化

に対する補強工事など。

③底ヒ，斜となどの取水施設の取替え工事など。

これらの工種は，タメ池の状況により組合わされたも

のとして実施されることが多い。

この工事についての，設計，施工等については，次号

において説明する。

(1968. 10. 24. 受稿】
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